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1 マニュアル作成の経緯について 

 平成 20 年 10 月 1 日に介護棟が設立されて以降、自立訓練を希望する利用者が、身体介護を受

けながら施設生活する事が可能となった。設立後は介護員 8名全員で介護業務を行いつつ、伊東

センターや別府センターと同様の介護を提供出来る様、主に頸髄損傷者の身体介護や業務内容に

関してのマニュアル作成を行っている。 

 平成 23 年度迄の取り組みとしては、それまでリハビリテーション施設での介護経験者が少なか

った事も有り、主に頸髄損傷者の食事、トランス、排便、入浴といった日常生活の中での欠かせ

ない行為についての基本的な介護内容・方法のマニュアル作成を中心に行った。平成 24 年度より

状況に応じた介護方法、業務体制を統一する為の介護業務内容、各担当の役割についてのマニュ

アル作成を中心に行っており、体制強化を進めている。 

 また、マニュアルを作成する事でより介護の技術・知識が向上し、利用者 1人ひとりの状態に

合わせた介護サービスの提供に繋がるものと考えている。今回は、前年度より本年度にかけて新

たに作成したマニュアルの一部を簡単に紹介する。 

 

2 平成 24 年度に作成したマニュアルについて。 

本日までに作成したマニュアルは以下の通りである。 

① 失禁対応（写真付きのベッド上で失禁した場合の対応手順書） 

② 皮膚チェック（皮膚トラブルの早期発見の為、観察ポイントのチェック表） 

③ 外出・外泊、行事に伴う介護内容変更について（排便や入浴介助の変更に伴う、調整内容に

ついて） 

④ 緊急時人力での移乗介助方法（写真付の落車した状態から車いすへの移乗介助手順書） 

⑤ 移動式リフターを用いての介助方法（写真付の人力トランス介助が不可の状況での介助手順

書） 

⑥ 記録内容について（申し送り時の記録項目について） 

⑦ 入院時の準備用品（男性利用者・女性利用者用の準備物品表） 

⑧ 平成 24 年度介護員避難訓練係の業務について 

 

3 今後の予定 

将来、伊東センターと統合した際に円滑に業務推進を行う事が出来る様、現在、作成したマニ

ュアルの見直し・更新を行いつつ、他職種との連携を図る為の調整事項についての業務マニュア

ルや個別支援を行う為の介護マニュアルの作成を更に行っていくものである。 

(新入所オリエンテーション、入浴（体調不良時）、病院受診・付き添い、見守り支援について) 
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